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２
号
機
を
同
じ
レ
ベ
ル
で
耐
震

化
す
る
に
は
３
千
億
円
を
要

し
、
こ
れ
は
一
基
新
設
す
る
の

と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
も
１
、

２
号
機
合
わ
せ
て
出
力
１
３
５

万
kw
の
と
こ
ろ
、
６
号
機
を
新

設
す
れ
ば
一
基
で
１
４
０
万

kw
が
可
能
な
の
だ
。 

廃
炉
解
体
の
費
用
と
時
間 

浜
岡
で
は
昨
年
11
月
か
ら
廃

炉
作
業
を
開
始
し
て
い
る
が
、

解
体
の
手
順
は
、 

①
運
転
停
止
・
燃
料
抜
き
取
り
、

５
～
10
年
間
自
然
放
置
し

て
放
射
能
を
減
ら
す
。 

②
解
体･

内
部
機
器
撤
去
。 

③
非
放
射
性
廃
棄
物
は
一
般
の

産
業
廃
棄
物
と
同
様
に
処

分
、一
部
リ
サ
イ
ク
ル
へ（
と

考
え
ら
れ
て
い
る
）
。 

④
建
屋
の
解
体
・
跡
地
利
用
の

た
め
の
処
置（
新
原
発
建
設
） 

こ
れ
ら
す
べ
て
の
完
了
に
は

30
年
近
く
を
要
し
、
２
基
解

体
費
用
と
し
て
は
８
４
０
億
円 

 

を
利
用
し
、
以
前
と
比
べ
格
段

に
交
通
量
が
増
え
た
と
い
う
。

大
事
故
が
起
る
前
に
、
道
路
の

拡
幅
工
事
を
何
と
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
団
地
住
民

の
声
が
年
毎
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。    

（
Ｄ
） 

の
広
報
活
動
、
広
報
み
し
ま

で
の
案
内
等
そ
れ
な
り
の
努

力
を
重
ね
て
来
た
。
参
加
し

た
市
民
も
町
内
会
長
や
そ
の

経
験
者
等
が
多
く
、
一
般
市

民
の
関
心
は
や
や
低
調
だ
っ

た
。 

 

２
月
議
会
の
報
告
は
平
成 

 

や
が
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
輸
送
船
が
き
て
、
わ
た
し

た
ち
転
属
兵
は
そ
れ
で
、
五

月
三
十
一
日
、
今
は
ヤ
ン
ゴ

ン
と
い
わ
れ
る
ビ
ル
マ
の
中

心
都
市
ラ
ン
グ
ー
ン
に
運
ば

れ
た
の
で
し
た
。 

 

日
本
軍
の
ビ
ル
マ
進
攻
作

戦
は
、
昭
和
十
七
年
一
月
末

に
始
ま
り
、
第
三
十
三
・
第

五
十
五
・
第
十
八
・
第
五
十

六
と
い
う
四
個
師
団
の
兵
力

で
、
英
印
軍
と
中
国
軍
を
圧

倒
し
、
ほ
ぼ
四
か
月
で
、
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
の
ビ
ル
マ

全
土
を
占
領
し
た
の
で
す
。 

 

わ
た
し
た
ち
が
、
ビ
ル
マ

に
到
着
し
た
と
き
、
幸
運
に

も
初
期
の
作
戦
は
終
り
、
目

指
す
三
島
野
戦
重
砲
兵
第
三 

 

よ
る
各
中
隊
へ
の
こ
の
と
き

の
配
属
が
、
三
島
か
ら
や
っ
て

き
た
、
作
戦
終
了
後
最
初
の
補

充
要
員
で
あ
る
六
十
名
の
将

兵
の
運
命
を
分
け
た
の
で
す
。 

 

第
一
大
隊
に
配
属
さ
れ
、
ビ

ル
マ
に
残
っ
た
半
数
は
、
昭
和

十
九
年
の
、
牟
田
口
中
将
に
依

る
強
引
な
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

失
敗
の
後
、
反
攻
に
転
じ
た
イ

ギ
リ
ス
軍
と
の
戦
闘
で
半
数

が
戦
死
し
、
さ
ら
に
、
わ
た
し

と
い
っ
し
ょ
に
第
二
大
隊
に

配
属
に
な
っ
て
テ
ィ
モ
ー
ル

ヘ
転
進
し
た
者
で
も
、
鬼
頭
大

尉
の
第
五
中
隊
に
ま
わ
さ
れ

た
連
中
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

ラ
ウ
テ
ン
守
備
と
な
り
、
食
糧

の
欠
乏
と
マ
ラ
リ
ア
で
、
百
三

十
名
の
隊
員
の
う
ち
、
十
八
名

が
戦
病
死
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
た
っ
た
ふ
た
り
、
第
六
中

隊
に
配
属
さ
れ
た
わ
た
し
と 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（
10
） 

             

秋 

元 

実 

 
 

│ 

と
り
と
め
も
な
く 

│ 
 

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
旋
律
お
も
く
漂
い
て
五
月
は
黒
い 

森
を
連
れ
く
る 

 

核
持
つ
と
持
た
ざ
る
こ
と
の
不
平
等
声
高
に
つ
づ 

く
北
へ
の
恐
怖 

 

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
栞
に
読
み
し
日
を
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ 

よ
奪
わ
な
い
で 

  
 

い
っ
せ
い
に
マ
ス
コ
ミ
が
首
相
に
矢
を
向
け
る
何 

か
お
か
し
い
何
か
空
し
い 

 

マ
ニ
キ
ュ
ア
を
落
し
て
今
日
が
終
わ
る
夜
BS
ジ
ャ 

パ
ン
の
速
報
は
じ
ま
る 

 

官
を
捨
て
司
祭
と
な
り
し
級
友
も
い
て
同
窓
会
は 

ド
ラ
マ
み
る
ご
と 

浅
野 

和
子 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

渡
辺
君
は
、
南
部
テ
ィ
モ
ー
ル

で
、
ど
う
や
ら
生
き
残
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。 

 

当
時
、
第
二
大
隊
七
百
名
の

将
兵
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
中
国

軍
を
追
う
作
戦
を
終
え
、
中
国

と
の
国
境
を
越
え
て
、
サ
ル
ウ

イ
ン
河
畔
の
拉
孟
と
そ
の
後

方
の
龍
陵
に
駐
屯
し
て
お
り
、

わ
た
し
た
ち
第
二
大
隊
配
属

兵
は
、
鉄
道
組
十
五
名
と
ト
ラ

ッ
ク
組
十
名
に
分
か
れ
て
、
中

央
平
原
か
ら
シ
ャ
ン
高
原
に

か
け
て
、
約
八
百
キ
ロ
を
北
上

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
わ
た
し
は
、
ト
ラ
ッ
ク
組

に
指
定
さ
れ
、
召
集
の
古
兵
を

交
え
た
十
名
の
兵
隊
と
荷
台

に
座
り
、
か
ら
だ
を
寄
せ
合
っ

て
、
未
知
の
世
界
へ
の
、
二
泊

三
日
の
旅
に
出
掛
け
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。 

（
つ
づ
く
） 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

連
隊
は
、
第
二
大
隊
を
、
最
前

線
の
中
国
雲
南
省
の
拉
孟
に

置
い
て
、
第
一
大
隊
だ
け
、
ビ

ル
マ
中
部
か
ら
ラ
ン
グ
ー
ン

に
帰
還
し
、
そ
の
北
郊
の
、
か

つ
て
英
印
軍
の
住
居
だ
っ
た

高
床
式
の
コ
カ
イ
ン
兵
舎
で
、

戦
い
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

わ
た
し
た
ち
追
及
兵
は
、
そ

こ
で
第
一
大
隊
と
第
二
大
隊

に
分
け
ら
れ
、
わ
た
し
は
、
同

期
同
年
齢
の
渡
辺
隆
雄
君
と

ふ
た
り
、
第
六
中
隊
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。 

 

野
重
三
の
第
二
大
隊
に
は
、

大
隊
本
部
・
第
四
中
隊
・
第
五

中
隊
・
第
六
中
隊
・
大
隊
段
列

と
五
つ
の
中
隊
が
あ
り
ま
し

た
が
、
連
隊
本
部
の
人
事
係
に 

 

路
、ゴ
ミ
処
分
場
の
飽
和
と
そ

の
後
の
対
応
策
な
ど
。議
会
側

と
し
て
は
、は
じ
め
て
の
試
み

で
あ
り
、
進
め
方
や
報
告
・
質

問
の
時
間
配
分
等
で
、や
や
不

手
際
が
見
ら
れ
た
。 

 

市
長
と
議
会
は
２
元
代
表 

 

き
た
子
供
達
が
、
あ
の
「
ベ

ト
チ
ャ
ン
・
ド
ク
チ
ャ
ン
」

の
よ
う
な
双
頭
の
身
体
の
子

供
達
で
あ
っ
た
り
、
余
り
に

も
無
残
な
姿
で
、
こ
の
世
に

生
ま
れ
で
た
子
供
達
の
写
真

だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
本
堂
で
は
、
午
前

中
は
、
イ
ン
ド
舞
踊
や
尺
八

演
奏
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡

ラ
イ
ブ
な
ど
が
催
さ
れ
た
。 

午
後
か
ら
は
、
文
化
放
送

な
ど
で
ラ
ジ
オ
・
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
つ
と
め
る
、
米

国
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド

氏
の
講
演
や
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
鈴
木
徹
さ

ん
の
講
演
な
ど
が
あ
っ
た
。 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

原
発
の
寿
命 

原
発
の
寿
命
は
運
転
開
始
か

ら
約
30
年
と
さ
れ
て
い
た

が
、
安
全
性
確
保
を
前
提
と
し

て
60
年
程
度
ま
で
は
動
か
せ

る
と
い
う
の
が
最
近
の
国･

政

府
の
考
え
だ
。 

浜
岡
原
発
１
号
機
の
開
始
は

１
９
７
６
年
、
２
号
機
は
78

年
で
い
ず
れ
も
30
年
余
。
技

術
的
に
は
継
続
可
能
だ
が
、
中

部
電
力
は
、
１
、
２
号
機
を
廃

炉
に
し
て
代
わ
り
に
６
号
機
を

建
設
、
18
年
以
降
に
運
転
す

る
と
い
う
計
画
で
あ
る
。 

こ
れ
は
浜
岡
が
東
海
地
震
震

源
域
に
あ
る
た
め
安
全
性
の
確

保
が
大
変
で
、
廃
炉
に
し
た
方

が
経
済
的
と
い
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。 

浜
岡
原
発
の
耐
震
化
費
用 

浜
岡
で
は
先
に
３
～
５
号
機
の

耐
震
化
を
数
十
億
～
百
億
円
か

け
て
行
な
っ
た
が
、
古
い
１
、 

か
か
る
見
通
し
だ
。 

廃
炉
解
体
か
ら
出
る
ゴ
ミ 

浜
岡
解
体
に
伴
う
放
射
性
廃
棄

物
の
量
は
約
48
万
ｔ
。 

◆
高
Ry
レ
ベ
ル
＝
使
用
済
み

制
御
棒
、
炉
内
構
造
物
。 

◆
低
レ
ベ
ル
＝
固
化
体
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
大
型
金
属
。 

◆
極
低
レ
ベ
ル
＝
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
大
型
金
属
。 

こ
の
う
ち
埋
設
処
分
が
必
要
な

の
が
３
％
（
１
・
７
万
ｔ
）
、
残

り
は
国
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

と
さ
れ
る
が
、
国
の
基
準
は
放

射
性
廃
棄
物
か
ど
う
か
で
は
な

く
、
放
射
性
廃
棄
物
と
す
る
か

ど
う
か
。
あ
る
レ
ベ
ル
以
下
の

も
の
は
切
り
捨
て
ら
れ
（
ス
ソ

切
り
）
、普
通
の
産
業
廃
棄
物
と

し
て
捨
て
ら
れ
た
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
た
り
す
る
。
浜
岡
で

ス
ソ
切
り
さ
れ
た
汚
染
金
属

が
、
建
築
材
や
家
具
材
、
フ
ラ

イ
パ
ン
に
な
っ
て
私
た
ち
の
身

近
に
帰
っ
て
こ
な
い
と
も
限
ら

な
い
。 

参
考
資
料 

『
放
射
性
廃
棄
物
の
す
べ
て
』
西
尾
漠 

 

取
り
組
み
が
お
な
わ
れ
た
。 

こ
の
取
組
に
参
加
し
た
の

は
、
間
伐
材
を
使
っ
た
食
器
つ

く
り
を
行
な
う
伊
豆
森
林
夢

工
房
、
天
然
素
材
で
服
を
作
る

「
う
さ
と
」
、
手
作
り
石
鹸
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ア
ロ
マ
・
サ

ロ
ン
癒
し
の
手
、
お
琴
体
験
教

室
、
身
体
に
優
し
い
食
品
・
地

球
に
優
し
い
洗
剤
の
ク
リ
ケ

ッ
ト
、
ベ
ト
ナ
ム
枯
葉
剤
被
害

支
援
に
取
り
組
む
団
体
、
自
然

派
マ
マ
達
の
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ

ブ
生
協
、
喫
茶
店
「
唐
良
里
」
、

 
 

三
島
原
発
を
学
ぶ
会
、
自
然
を

守
る
会
な
ど
、
県
東
部
の
各
地

か
ら
、
お
お
よ
そ
25
団
体
が
参

加
し
た
。
当
日
は
朝
８
時
過
ぎ
か

ら
境
内
の
空
き
地
に
テ
ン
ト
を
張

る
な
ど
し
て
出
店
し
、
10
時
か

ら
開
会
し
、
午
後
４
時
こ
ろ
終
わ 

   

っ
た
。 
 

主
催
者
は
成
真
寺
を
中
心
に 

活
動
し
て
い
る
「
自
然
派
マ
マ 

達
の
座
談
会
」
。代
表
者
の
土
屋

理
絵
さ
ん
の
話
だ
と
、
取
り
組

み
の
趣
旨
は
「
毎
日
使
っ
て
い

る
日
用
品
や
食
事
に
つ
い
て
、

ど
れ
だ
け
私
た
ち
に
本
当
の
こ 

 

と
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
生
活
す
る
上
で
、
私
た

ち
は
ど
れ
だ
け
環
境
破
壊
に
加

担
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今

日
は
、一
日
立
ち
止
ま
っ
て
、日
々

の
暮
ら
し
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
で
考
え
、
皆
で
楽
し
む
、 

   

環
境
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
環
境
意
識 

を
持
ち
実
践
し
て
い
る
多
数
の
飲

食
店
や
商
品
が
並
び
ま
す
。
是
非
、 

マ
イ
箸
、
マ
イ
皿
、
マ
イ
バ
ッ
ク

を
お
持
ち
し
て
ご
参
加
下
さ
い
。」

と
日
常
生
活
の
中
で
、
環
境
問
題

に
取
り
組
む
必
要
性
を
訴
え
て
い

た
。 

 

境
内
に
は
手
作
り
石
鹸
や
自
然

食
品
、
自
作
の
パ
ン
や
ケ
ー

キ
な
ど
の
店
が
並
び
、
千
人

近
い
大
勢
の
人
達
で
賑
わ
っ

た
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
ひ
と 

        

き
わ
眼
を
引
い
た
の
は
東
大

場
の
宮
尾
さ
ん
達
の
写
真
展

示
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
、

米
軍
の
ば
ら
撒
い
た
枯
葉
剤

で
被
害
に
遭
い
、
生
ま
れ
て 

 

低
調
だ
っ
た  

５
月
27
・
28
日 

議
会
報
告
会 

 

 

５
月
９
日
、

成
真
寺
に
て
、

ア
ー
ス
デ
ー

「
地
球
庵
」
の 

環
境
イ
ベ
ン
ト
成
真
寺
で 

ア
ー
ス
デ
ー
・地
球
庵
の
取
組
み 

 

５
月
27
日
、
28
日
の
両

日
、
午
後
７
時
か
ら
８
時
半

に
わ
た
り
、
錦
田
公
民
館
、

中
郷
文
化
プ
ラ
ザ
、
北
上
文

化
プ
ラ
ザ
等
、
市
内
公
民
館

６
ヶ
所
で
２
月
議
会
の
市
政

報
告
会
が
行
な
わ
れ
た
。 

 

今
回
の
報
告
会
は
先
進
市 

 

住
人
は
、
市
側
に
、
団
地
住
民

が
そ
の
道
路
を
使
用
し
な
い

よ
う
に
申
し
入
れ
た
と
い
う
。 

そ
ん
な
経
過
が
あ
る
た
め
か
、

団
地
自
治
会
が
道
路
の
拡
幅

に
つ
い
て
市
側
に
お
願
い
し

て
も
、
な
か
な
か
話
し
を
聞
い

て
も
ら
え
な
い
と
い
う
。 

距
離
的
に
近
い
た
め
か
、
最

近
は
、
東
大
場
や
パ
サ
デ
ナ
に

抜
け
る
車
も
頻
繁
に
そ
の
道
路 

 

efefefefefefegef 

制
で
あ
り
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
、
議
会
の
機
能
を

十
分
果
た
す
に
は
、
単
な
る
ポ

ー
ズ
で
は
な
く
、
会
派
の
違
い

を
乗
り
越
え
て
、
ま
ず
議
会
と

し
て
の
結
束
を
図
る
こ
と
が

必
要
な
こ
と
だ
。 

 

 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）

 

玉
沢
に
向
か
う
道
路
を
竹

倉
の
手
前
か
ら
右
に
折
れ
る

と
、
錦
ヶ
丘
団
地
や
そ
の
先
の

東
大
場
団
地
に
抜
け
る
。
近

年
、
そ
の
道
の
通
行
車
両
は
急

増
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
道
路
は
竹

倉
か
ら
右
に
折
れ
た
付
近
か

ら
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
近
く

道
幅
が
狭
く
、
普
通
乗
用
車
２

台
が
す
れ
違
う
の
が
や
っ
と
。

こ
れ
ま
で
何
回
も
接
触
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

道
幅
は
狭
く
、
普
通
に
走
っ

て
、
対
向
車
と
す
れ
違
う
と
ぶ

つ
か
り
そ
う
で
恐
ろ
し
い
。
ゆ

っ
く
り
行
く
と
、
後
か
ら
の
車 

で
渋
滞
し
大
変
だ
。
し
か
も
、

夏
梅
木
川
を
ま
た
ぐ
竹
倉
大

橋
は
ア
ー
チ
型
に
盛
り
上
が

り
、
橋
の
中
央
部
ま
で
行
か
な 

 

し
、
当
時
、
道
路
沿
い
の
竹
倉

付
近
の
住
人
は
反
対
し
た
と

の
こ
と
。
し
か
し
、
市
か
ら
開

発
許
可
が
下
り
、
団
地
は
作
ら 

れ
た
。
そ
の
時
、
道
路
付
近
の 

 

錦
ケ
丘
団
地
へ
の
危
険
な
道
路 

 

し
お
り 

と 

も 

 夏梅木川にかかる竹倉大橋 

 三島児童文学を語る会 ３７１回 

６月例会のお知らせ 
日時： ６月２６日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：本町タワー４F 第３会議室 

またもとの会場にもどります。（６月７月も同じ） 

テキスト：「メンデルさんとカワウソの話」 
青島玲子 

 今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
連絡先 三島市中央町８－８ 

TEL 971-3348(山口) 

い
と
対
向
車
の
姿
が
見
え
な

い
。
知
ら
ず
に
進
む
と
、
突
然
、

橋
の
中
央
で
対
向
車
と
正
面

衝
突
し
そ
う
に
な
る
。 

 

団
地
住
民
の
話
で
は
、
錦
ヶ

丘
団
地
が
開
発
さ
れ
た
の
は

お
お
よ
そ
１
２
年
前
、
現
在
３

２
０
戸
、
伊
豆
箱
根
が
開
発

原
発
は
い
ら
な
い
⑰ 

  

放
射
能
の
ゴ
ミ 

そ
の
３ 

         

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

 

合
は
、あ
る
意
味
で
期
待
し
た

ほ
ど
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
。 

事
前
の
宣
伝
に
つ
い
て
は
、

５
月
５
日
の
大
通
り
商
店
街

祭
り
、歩
行
者
天
国
で
の
チ
ラ

シ
撒
き
や
Ｆ
Ｍ
三
島
函
南
で 

 

22
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

の
各
委
員
会
報
告
や
21
年

度
の
補
正
予
算
、条
例
等
の
改

正
案
で
あ
っ
た
。 

 

市
民
か
ら
の
質
問
は
駅
南

再
開
発
事
業
や
南
北
自
由
通

路 

の
事
例
に
な
ら

い
、
三
島
市
議
会

が
議
会
改
革
に
向

け
試
行
的
に
試
み

た
も
の
。 

こ
の
報
告
会
で

は
、
一
般
市
民
の

参
加
者
は
最
大
で

34
名
、
最
小
13

名
、
平
均
20
名
程

度
。議
会
に
対
す
る

市
民
の
関
心
の
度

６月１４日（月）10:00～12:00 
三島 成真寺にて 
チェルノブイリ原発事故・チャリティ講演 

「子供たちの笑顔を祈り続けて」 
～チェルノブイリ現場・保養里親運動について～ 
NPO｢チェルノブイリのかけはし｣代表野呂美加 

前売：５００円 当日：１０００円 

クリスタルボウル演奏 わげんMOKO 
主催：山の高橋農園 
連絡先：080-6960-2444 

 ５月２７日、錦田公民館での様子 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

****************************** 

映画『ミツバチの羽音と地球の回転』 
****************************** 
『六ヶ所村ラプソディー』で核燃料サイクルを世に問うた鎌仲監督が、 
新作『ミツバチの羽音と地球の回転』では、原発に頼らない暮らしをつ 
くる人たちを通じて未来のエネルギーを考えます。舞台は、瀬戸内海に 
浮かぶ山口県祝島とスウェーデン。環境問題に関心のある人は必見の内容！ 

★ ７月４日（日）三島市成真寺本堂 

①１３時～ ②１６時～ ③１９時～ 

いずれも映画上映のみ 

入場料：前売り 1000 円、当日 1200 円 

（中高生は当日のみ 500 円） 

主催：ＮＰＯ自然派ママたちの座談会 

 問い合わせ先：土屋 080-1590-2751 


